
教育法としてのアクティブ・ラーニング
は、様々な手法を用い、学生に能動的な
学びの機会を提供していますが、どの手
法も学生個人で習得するものではなく、
個の能力向上に加え、その能力を持ち寄
り、他者とつながることでさらに大きな
学びを得ることができます。それぞれの
授業やプロジェクトに、多様な個人が集
まり、大きな学びが現れる様子を三角形
を用いた模様で表現しました。
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